
 
                                            

 

 

１１月１８日（日曜日）９時より 
 

 

  

 

             

昨日の快晴が嘘のような冷たい雨が降りしきる中、会員

１２名が集まり清掃奉仕を致しました。 

秋も深まり落葉が舞い散り境内は落ち葉でいっぱいです。

新田義貞公の墓所とあって、観光客も訪れる場所です。 

会員は雨にもめげず、熊手などで落葉を集め、箒で掃き

２時間ほどの作業で山のような落葉が集まりました。 

作業終了後は恒例のバーベキューをして疲れを癒し、食

後は称念寺住職髙尾誠様の称念寺にある重要文化財を拝

見しました。 

今回は、先日「秘湯の会」の同好会が熊野、湯峰温泉を

旅行いたしましたので、それにちなんだ一遍上人の話や

掛け軸、絵巻、新田義貞公の甲冑などを見せて頂きまし

た。貴重な重要文化財が身近にある事を知るとこれを守

っていかなくてはいけないことを改めて思います。 

 

会員の皆様、雨の中の清掃奉仕、お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＮＯ，１４５２－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奉仕プロジェクト委員会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

  

 

米山記念奨学会より 
 

「ハイライトよねやま」がインターネット・メールにて配信されてきます。 

私達が寄付している米山奨学会の寄付金がどのように使われているか“トピックス”により紹介され

ています。       
                   詳しい内容は

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/r_member/highlight/highlight93.html
 

 

中国の学友から 1,000 ドルの寄付 【米山学友 張 虞安さん】 
アメリカのベンチャー企業で新薬の開発・研究をしている米山学友、張 虞

安（チョウイゥアン）さん（中国／1998-2000／近畿大学大学院）が、世話ク

ラブの交野ＲＣ【第 2660 地区】を通じて、アメリカから米山奨学会へ 1,000 ド

ル（日本円に換算後、11 万 2,030 円）を寄付してくれました。 

米山月間の 10 月は自身の誕生月でもあるという張さんは、半年前に現在

の職場へ転職し、奉仕の機会を探していたと言います。交野ＲＣの猪奥年

紀会長は、海外に居てなおロータリーや米山奨学会へ心を寄せ続ける張さ

んの行為に感激し、同額の寄付をしました。 

当初、匿名での寄付を申し出、表彰を固辞していた張さんですが、会員た

ちの勧めもあり、来る 12 月の地区大会では第 1 回米山功労者として新谷

ガバナーから表彰されることになっています。 
 

● 張さんからのコメント ● 

いつか経済的に成功したら米山奨学会へ寄付しようと思いながら、なかなか行動にうつせないでいました。そんなある日、

新聞で“豊かな生活への知恵”という記事を読みました。そこには一つの方法として、収入の 1 割を社会へ還元することが

示されていました。自分がやっていることは、ただ自分のためだけでなく、人間全体の生活につながり、人へ希望を与える

以上に自分の希望を確認できる、と。今回の寄付でそういう感覚を体験することができました。 

いただいた奨学金の金額より、皆さんの真心と期待の方がもっと重みがあると感じています。恩返しのために米山奨学基

金を増やすのは、私が一生をかけて目標とすることの一つです。 

今回の寄付は手始めに過ぎません。今後、10 倍、また 100 倍の寄付をしたいと思っています。どれくらい早く達成できるか

わかりませんが、一生をかけて頑張ります。真実によって真心を引き出すロータリアンの皆さんに、改めてお礼を伝えたい

と思います。 

 

 

ネパールで貧困女性の自立支援に取り組むアルチャナさんが来訪 

母国ネパールで、縫製や刺繍の技術を教えて貧困女性の自立を支援する

職業訓練施設「ルーザー・トレーニングセンター」を設立した米山学友のア

ルチャナ・シュレスタ・ジョシさん（2001-02／鈴鹿国際大学／鈴鹿西ＲＣ）

が 10 月 26 日、米山奨学会事務局を訪問してくれました。 

彼女の活躍は、「ロータリーの友」よねやまだより（2007 年 3 月号に掲載）

や豆辞典などでも紹介してきました。懸命な努力で授業料免除プログラム

を継続するアルチャナさんの姿に、世話クラブの頃からのアドバイザーで

もある松本裕夫さん（現：芦屋ＲＣ会員）はじめ、多くのロータリアンが共感

し、支援の輪が広がっています。（松本さんは、「ルーザー支援の会」を立

ち上げています。関心のある方は matsumoto.ah@gmail.com まで） 

昨年、母国のラリトプールＲＣに入会し、ロータリアンにもなりました。いつ

かは専門学校をつくりたいという夢に向かって挑戦を続けるアルチャナさ

んに、心からのエールを送ります 
 

 

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/r_member/highlight/highlight93.html

